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『
世
界
幸
福
度
報
告
』
は
何
を
明
ら
か
に
す
る
か
〜
分
析
的
覚
書
〜

徳
丸　

宜
穂　

１　

は
じ
め
に

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
二
年
連
続
で
幸
福
度
世
界
一
に
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
、
日
本
は
そ
の
五
八
位

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
合
わ
せ
て
注
目
さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
に
続
い
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
北
欧
三
カ
国
が
上
位
を
占
め
た
こ
と
も
ま
た
注
目
を
集
め
た
（
例
え
ば
『
朝
日
新
聞
』
二
〇

一
九
年
三
月
二
〇
日
）
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
元
に
な
っ
て
い
る
『
二
〇
一
九
年
版
世
界
幸
福
度
報
告 (W

orld 
H

appiness Report 2019 )

』
は
、
国
連
首
脳
級
会
議
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
幸
福
：
新
し
い
経
済
パ
ラ
ダ

イ
ム
の
定
義
」
の
支
援
を
受
け
、
「
持
続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
二
〇
一
二
年

か
ら
発
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
二
〇
一
四
年
を
除
く
）
。
調
査
自
体
は
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
に
よ
っ
て
行
わ
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れ
、
一
五
六
カ
国
か
ら
、
各
国
毎
に
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
名
分
の
個
人
デ
ー
タ
が
集
め
ら
れ
て
い
る
、
か

な
り
大
規
模
な
調
査
で
あ
る
。

　

一
般
に
北
欧
諸
国
は
、
福
祉
国
家
に
よ
る
手
厚
い
生
活
保
障
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
し
、

学
校
教
育
の
質
の
高
さ
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
、
先
進
的
な
環
境
関
連
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、

事
実
認
識
の
正
確
さ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象
を
持
た
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
し
た
こ

と
か
ら
し
て
、
北
欧
諸
国
が
幸
福
度
調
査
の
上
位
を
占
め
る
と
い
う
事
実
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
違

和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
筆
者
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
訪
れ
て
見
聞
す
る

限
り
、
彼
ら
が
と
り
わ
け
幸
せ
に
満
ち
た
人
々
だ
と
い
う
印
象
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
調
査
結
果
に
関
し

て
何
人
か
の
知
人
に
感
想
を
尋
ね
る
と
、
「
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
」
「
格
差
は
確
実
に
広
が
っ
て
い
る
」
と
い

う
よ
う
な
、
否
定
混
じ
り
の
醒
め
た
言
葉
が
常
に
返
っ
て
き
た
。
ま
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
二
〇
一
六
年
の
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
、
人
口
一
〇
万
人
あ
た
り
の
自
殺
者
数
は
、
日
本
一
八
・
五
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
一
五
・
九
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
一
四
・
八
、
デ
ン
マ
ー
ク
一
二
・
八
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
一
二
・
二
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
世

界
平
均
（
九
・
二
七
）
を
上
回
る
水
準
で
あ
る
（W

H
O

, G
lobal H

ealth O
bservatory D

ata R
epository

よ

り
筆
者
計
算
）
。
自
殺
率
の
厳
密
な
国
際
比
較
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
北
欧
諸
国
の
人
々
は
幸
福

で
あ
る
と
い
う
解
釈
に
疑
義
を
差
し
挟
ま
せ
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
で
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
調
査
は
何
を
ど
の
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よ
う
に
測
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
筆
者
が
抱
い
た
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
。
本
当
に
、
幸
福
度
を

測
っ
て
い
る
の
か
。
そ
う
で
は
な
け
れ
ば
、
何
を
測
っ
て
い
る
の
か
。
本
当
の
と
こ
ろ
北
欧
諸
国
で
得
点
が

高
い
原
因
は
何
な
の
か
。　

　

筆
者
は
、
近
年
経
済
学
で
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
幸
福
研
究
の
専
門
家
で
は
な
い

1

。
比
較
経
済
学
・

進
化
経
済
学
の
観
点
か
ら
、
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
「
進
化
能
力
」
に
つ
い
て
、
北
欧
諸
国
と
日
本
の
産
業

政
策
、
社
会
政
策
、
企
業
組
織
と
労
働
の
刷
新
、
人
材
形
成
を
対
象
に
し
た
分
析
・
考
察
を
専
ら
行
っ
て
い

る
者
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
幸
福
の
分
析
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
見
を
も
と
に
論
じ
る
準
備
は
筆
者

に
は
な
い
。
し
か
し
、
北
欧
経
済
社
会
と
い
う
研
究
対
象
を
理
解
す
る
上
で
、
こ
の
調
査
結
果
が
示
唆
す
る

内
容
は
小
さ
く
な
い
と
考
え
、
簡
単
な
が
ら
分
析
と
考
察
を
施
し
て
お
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。
そ
の
意

味
で
本
稿
は
、
専
門
的
な
論
文
で
も
エ
ッ
セ
ー
で
も
な
く
、
分
析
的
な
覚
書
と
い
う
、
両
者
の
中
間
に
位
置

す
る
文
章
で
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

２　

何
を
測
っ
て
い
る
の
か

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
調
査
は
幸
福
度
を
ど
の
よ
う
に
測
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
報
告
書
の
原
文
を
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見
る
と
、
幸
福
度
を
測
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
の
は
、
次
の
三
つ
の
指
標
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
三
番
目
の

指
標
は
幸
福
度
を
押
し
下
げ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
、
提
供
さ
れ
て
い
る
国
別
デ
ー
タ
か
ら
計

算
す
る
と
（
１
）
と
（
２
）
の
相
関
係
数
は
〇
・
四
六
、
（
２
）
と
（
３
）
の
相
関
係
数
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・

三
二
、
（
１
）
と
（
３
）
の
相
関
係
数
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
四
四
で
、
い
ず
れ
も
一
％
水
準
で
統
計
的
に
有
意

で
あ
る
。

（
１
）
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
・
・
想
像
で
き
る
最
高
の
生
活
を
一
〇
点
、
最
低
の
生
活
を
〇
点
と

し
た
時
、
あ
な
た
の
現
在
の
生
活
を
点
数
化
す
る
と
何
点
か
。

（
２
）
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
・
・
・
次
の
い
ず
れ
も
、
「
は
い
」
を
一
点
、
「
い
い
え
」
を
〇
点
と
し
、
平
均

点
を
指
標
と
す
る
。
①
昨
日
、
た
く
さ
ん
笑
っ
た
か
（sm

ile or laugh

）
。 

②
昨
日
の
多
く
の
時
間
を
愉
快
だ

（enjoym
ent

）
と
感
じ
て
い
た
か
。

（
３
）
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
・
・
・
次
の
い
ず
れ
も
、
「
は
い
」
を
一
点
、
「
い
い
え
」
を
〇
点
と
し
、
平
均

点
を
指
標
と
す
る
。
①
昨
日
の
多
く
の
時
間
、
憂
い
嘆
い
て
い
た
か
（w

orry

）
。 

②
昨
日
の
多
く
の
時
間
、

悲
し
ん
で
い
た
か
（sadness

）
。 

③
昨
日
の
多
く
の
時
間
、
怒
っ
て
い
た
か
（anger

）
。
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原
デ
ー
タ
を
一
瞥
し
よ
う
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
一
位
、
日
本
が
五
八
位
だ
と
い
う
の
は
、
（
１
）
の
指
標

に
お
け
る
順
位
で
あ
る
。
一
〇
位
ま
で
は
次
の
通
り
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
七
・
八
六
）
、
デ
ン
マ
ー
ク
（
七
・

六
五
）
、
ス
イ
ス
（
七
・
五
一
）
、
オ
ラ
ン
ダ
（
七
・
四
六
）
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
七
・
四
四
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

（
七
・
四
〇
）
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
七
・
三
七
）
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
七
・
三
七
）
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ

（
七
・
二
四
）
、
英
国
（
七
・
二
三
）
。
ち
な
み
に
米
国
（
六
・
八
八
）
は
二
〇
位
、
日
本
（
五
・
七
九
）
は
五

八
位
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
（
２
）
の
指
標
の
順
位
は
相
当
異
な
っ
て
い
て
、
一
位
か
ら
順
に
パ
ナ
マ
（
〇
・
八
八
）
、
メ
キ

シ
コ
（
〇
・
八
八
）
、
ウ
ル
グ
ア
イ
（
〇
・
八
八
）
、
エ
ク
ア
ド
ル
（
〇
・
八
八
）
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
（
〇
・
八

七
）
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
（
〇
・
八
七
）
、
グ
ア
テ
マ
ラ
（
〇
・
八
七
）
、
コ
ス
タ
リ
カ
（
〇
・
八
七
）
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
（
〇
・
八
六
）
、
オ
ラ
ン
ダ
（
〇
・
八
六
）
と
な
る
。
ち
な
み
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
〇
・
七
八
で
四

一
位
、
日
本
は
〇
・
七
〇
で
七
七
位
だ
っ
た
。

　

以
上
の
簡
単
な
検
討
か
ら
分
か
る
の
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
「
幸
福
度
」
で
世
界
一
だ
と
い
う
の
は
、
ミ

ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
と
い
う
の
は
、
上
記
（
１
）
の
主
観
的
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
指
標
は
、
幸
福
と
関
係
は
あ
る
が
、
幸
福
と
は
別
の
「
何
も
の
か
」
を
測
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
最
も
シ
ン
プ
ル
に
解
釈
す
れ
ば
、
そ
れ
は
生
活
満
足
度
を
測
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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経
済
発
展
が
著
し
い
国
の
人
々
の
よ
う
に
、
将
来
自
身
の
生
活
が
大
き
く
改
善
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
る
個
人

は
、
概
し
て
現
在
の
生
活
へ
の
満
足
度
を
低
く
見
積
も
る
だ
ろ
う
。
他
方
、
先
進
諸
国
の
人
々
の
よ
う
に
、

将
来
自
身
の
生
活
が
大
き
く
改
善
さ
れ
る
と
考
え
て
い
な
い
人
々
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
生
活
に
大
き
な
不

安
・
不
満
が
な
い
限
り
、
概
し
て
現
在
の
生
活
へ
の
満
足
度
は
高
く
な
る
だ
ろ
う
。
反
対
に
、
現
在
の
生
活

に
不
安
・
不
満
が
あ
れ
ば
、
生
活
へ
の
満
足
度
は
低
く
な
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
依
然
と
し
て
基
本
的

に
は
福
祉
国
家
の
骨
格
を
維
持
し
て
い
る
北
欧
諸
国
が
上
位
に
並
ぶ
こ
と
は
不
思
議
で
は
な
い
し
、
ま
た
生

活
保
障
に
不
安
を
抱
え
る
日
本
が
先
進
国
中
で
下
位
に
位
置
す
る
こ
と
も
ま
た
不
思
議
で
は
な
い
。

　

ア
ラ
ン
や
ラ
ッ
セ
ル
の
『
幸
福
論
』
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
幸
福
が
多
分
に
主
観
的
な
も
の
だ
と
い
う
の

は
多
く
の
人
の
感
覚
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
生
活
満
足
度
は
、
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
の
客
観
的
な
物
質
的
基

盤
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
幸
福
に
と
っ
て
枢
要
な
要
因
に
違
い
な
い
。
し
か
し
や
は
り
ど

こ
ま
で
行
っ
て
も
、
生
活
満
足
度
は
幸
福
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
が

幸
福
度
の
指
標
だ
と
考
え
る
諸
報
道
は
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
だ
と
思
わ
れ
る
。

３　

生
活
満
足
度
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
規
定
す
る
「
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」
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主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
生
活
満

足
度
の
指
標
だ
と
考
え
る
と
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る
北
欧
諸
国
が
高
い

値
を
と
る
こ
と
に
は
納
得
が
い
く
。
換
言

す
れ
ば
、
そ
れ
は
幸
福
度
の
指
標
と
い
う

よ
り
も
、
個
人
が
幸
福
に
な
る
社
会
的
・

物
質
的
基
盤
を
反
映
す
る
指
標
だ
と
考
え

る
方
が
自
然
で
あ
る
。

　

表
１
は
、
同
調
査
の
国
別
デ
ー
タ
か
ら
、

主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
ほ
ぼ
生
活

満
足
度
を
意
味
す
る
の
で
、
以
下
「
生
活

満
足
度
」
と
す
る
）
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感

情
の
規
定
要
因
を
、
通
常
最
小
二
乗
法
に

よ
っ
て
推
定
し
た
結
果
で
あ
る
。

　

こ
の
分
析
結
果
か
ら
分
か
る
の
は
次
の

表１　主観的ウェルビーイングとポジティブな感情
の規定要因
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二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
生
活
満
足
度
に
対
し
て
正
で
有
意
な
影
響
を
及
ぼ
す
、
上
か
ら
三
つ
の
要
因
は
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
対
し
て
は
有
意
な
影
響
を
持
っ
て
い
な
い
。
特
に
、
所
得
水
準
を
意
味
す
る
一
人
あ
た

り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
生
活
満
足
度
の
み
に
有
意
に
影
響
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
に
は
有
意
に
影
響
し
な
い
こ
と

は
、
特
筆
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
生
活
に
関
す
る
選
択
自
由
度
は
、
生
活
満
足
度
に
対
し
て
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
感
情
に
対
し
て
も
、
有
意
な
正
の
影
響
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
生
活
に
関
す
る
選
択
自
由
度
が
大

き
い
ほ
ど
、
生
活
満
足
度
が
高
ま
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
抱
く
可
能
性
が
高
く
な
る
と
言
え
る
。
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
感
情
は
明
ら
か
に
幸
福
に
つ
な
が
る
要
因
だ
か
ら
、
生
活
に
関
す
る
選
択
自
由
度
は
幸
福
を
間
接

的
に
規
定
す
る
要
因
の
一
つ
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
済
学
者
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
（A

m
artya Sen

）
は
、
あ
る
人
が

選
択
で
き
る
機
能
の
集
合
を
「
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
呼
び
、
そ
れ
が
経
済
発
展
の
目
標
と
し
て
枢
要
で
あ

る
と
論
じ
た
（
セ
ン 

一
九
八
八
）
。
上
で
挙
げ
ら
れ
た
「
生
活
に
関
す
る
選
択
自
由
度
」
は
、
主
観
的
評
価

で
あ
る
こ
と
を
差
し
引
く
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
セ
ン
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
考

え
て
も
よ
い
の
で
あ
れ
ば
、
上
の
推
定
結
果
は
ま
さ
に
、
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
の
内
実
を
丁
寧
に
測
る
こ
と
が

極
め
て
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

ま
た
そ
も
そ
も
、
『
調
査
』
が
幸
福
度
指
標
と
し
て
理
解
し
て
い
る
主
観
的
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
、
生
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活
満
足
度
を
実
際
に
は
意
味
し
て
い
る
。
上
で
論
じ
た
よ
う
に
、
所
得
水
準
と
経
済
成
長
率
が
同
等
で
あ
る

な
ら
ば
、
生
活
へ
の
不
満
・
不
安
が
少
な
く
、
ニ
ー
ズ
が
充
足
さ
れ
る
国
ほ
ど
生
活
満
足
度
は
高
く
な
る
だ

ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
「
生
活
へ
の
不
満
・
不
安
」
「
ニ
ー
ズ
の
充
足
度
」
を
直
接
か
つ
具
体
的
に
測
る

方
が
、
主
観
的
に
生
活
満
足
度
を
尋
ね
る
よ
り
も
、
彫
り
が
深
い
把
握
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、

ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
測
る
こ
と
と
極
め
て
近
い
。

４　

結
び
に
代
え
て
〜
幸
福
度
か
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
か

　

筆
者
は
、
「
社
会
の
」
幸
福
度
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
も
、
ま
た
、
個
人
調
査
か
ら
集
計
さ
れ
た
幸
福
度

を
、
各
々
の
社
会
の
幸
福
度
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
国
際
比
較
す
る
こ
と
に
も
懐
疑
的
で
あ
る
。
幸
福
は
主
観

的
な
も
の
だ
か
ら
、
同
一
の
物
差
し
で
異
な
る
人
々
の
幸
福
度
を
測
り
比
較
す
る
こ
と
に
ど
れ
く
ら
い
の
意

味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
社
会
の
幸
福
度
と
し
て
合
成
で
き
る
と
い
う
考
え
方
は
理
論
的

に
は
ほ
ぼ
正
当
化
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
も
思
わ
れ
る

2

。
仮
に
人
の
幸
福
度
を
測
れ
た
と
し
て
も
、
幸
福
に

対
す
る
人
々
の
捉
え
方
が
文
化
や
社
会
経
済
の
影
響
を
受
け
る
と
す
れ
ば
（
多
分
そ
う
で
あ
ろ
う
）
、
各
国

の
幸
福
度
を
比
較
す
る
こ
と
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

3

。
総
じ
て
、
幸
福
度
の
国
際
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比
較
と
い
う
試
み
は
、
確
実
な
理
論
的
・
実
証
的
基
礎
を
欠
い
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ

う
で
は
な
く
て
、
各
人
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
丁
寧
に
調
査
を
し

4

、
そ
こ
か
ら
合
成
さ
れ
る
社
会

の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
比
較
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
が
、
よ
り
客
観
的
で
確
実
な
理
論
的
基
礎
の
上

に
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
「
ど
う
す
る
べ
き
か
」
を
考
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
に
違
い
な

い
。
少
な
く
と
も
、
人
々
を
不
幸
に
陥
れ
る
要
因
を
減
ら
す
た
め
の
具
体
的
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。

　

逆
に
言
う
と
、
今
回
の
幸
福
度
調
査
そ
の
も
の
、
お
よ
び
結
果
の
受
け
止
め
方
は
、
自
国
の
状
況
に
関
す

る
深
い
検
討
に
誘
う
も
の
と
は
な
り
え
て
い
な
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
上
位
の
北
欧
諸
国
が
い
か
な
る
意
味

で
「
優
れ
て
」
い
る
の
か
を
深
く
検
討
で
き
ず
に
、
い
た
ず
ら
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
視
し
て
、
認
識
が
深
ま
ら
ず

に
終
わ
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
も
言
え
る
。
北
欧
諸
国
は
、
移
民
問
題
や
所
得
格
差
・
地
域
間
格
差
の
拡

大
、
高
齢
化
な
ど
、
解
く
べ
き
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
、
ま
た
高
水
準
の
生
活
保
障

を
維
持
す
る
た
め
に
相
対
的
に
重
い
課
税
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
も
、
決
し
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
は

な
い
。
そ
こ
で
ど
の
よ
う
に
問
題
発
見
・
解
決
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
か
（
な
い
の
か
）
を
冷
静
に
観
察
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
ま
ず
は
何
よ
り
必
要
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
結
果
と
そ
の
受
け
止
め
ら
れ
方
は
、
は
か
ら

ず
も
こ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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５　

補
遺
〜
主
観
的
幸
福
度
と
生
活
満
足
度
は
ど
う
決
ま
る
か

　

主
観
的
幸
福
度
を
合
成
し
て
「
社
会
の
」
幸
福
度
の
指
標
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
筆
者
は
上
で
書
い

た
よ
う
な
疑
念
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
個
人
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
主
観
的
に
幸
福
を
感
じ
て

い
る
か
、
と
い
う
分
析
・
考
察
に
主
観
的
幸
福
度
を
用
い
る
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
る
し
、
そ
の
分
析
に
は

重
要
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
（
例
え
ば
小
塩 

二
〇
一
四
）
。
そ
こ
で
、
上
で
分
析
対
象
に
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、
日
本
、
米
国
の
デ
ー
タ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
「
世
界
価
値
観
調
査
二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
九
（W

orld Values 
Survey 2005 -2009

）
」
の
個
票
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
こ
の
問
題
に
第
一
次
的
に
接
近
し
て
お
こ
う
。

　

表
２
は
、
分
析
に
用
い
た
変
数
の
要
約
統
計
量
で
あ
る
。
各
変
数
の
説
明
を
し
て
お
こ
う
。
主
観
的
満
足

度
は
「
１
：
ま
っ
た
く
不
幸
～
４
：
大
変
幸
せ
」
の
四
段
階
で
、
生
活
満
足
度
は
最
近
の
生
活
へ
の
満
足
度

を
「
１
：
ま
っ
た
く
不
満
～
10
：
完
全
に
満
足
」
の
一
〇
段
階
で
そ
れ
ぞ
れ
尋
ね
て
い
る
。
所
得
階
層
は
、

自
身
の
所
得
が
当
該
国
の
所
得
階
層
十
分
位
の
何
番
目
に
位
置
す
る
か
を
、
質
問
者
が
分
位
点
の
金
額
を
提

示
し
て
尋
ね
た
回
答
を
示
し
て
い
る
。
選
択
自
由
度
は
、
人
生
の
選
択
に
お
け
る
自
由
度
を
「
１
：
ま
っ
た

く
自
由
度
が
な
い
～
10
：
非
常
に
大
き
な
自
由
度
が
あ
る
」
の
一
〇
段
階
で
尋
ね
た
回
答
結
果
で
あ
り
、
他

者
信
頼
度
は
、
「
１
：
他
者
は
あ
な
た
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
～
10
：
他
者
は
あ
な
た
に
対
し
て
公
正



190

で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
」
の
一
〇
段
階
で
尋
ね
て
い
る
。
最
後
に
家
計
満
足

度
は
、
家
計
の
経
済
状
況
の
満
足
度
を
「
1
：
ま
っ
た
く
不
満
～
10
：
完
全

に
満
足
」
の
一
〇
段
階
で
尋
ね
て
い
る
。
主
観
的
満
足
度
に
は
三
カ
国
で
顕

著
な
差
が
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の
変
数
に
は
三
カ
国
で
顕
著
な
差
が

見
ら
れ
る
。

　

三
カ
国
に
お
け
る
主
観
的
幸
福
度
と
生
活
満
足
度
の
規
定
要
因
を
、
通
常

最
小
二
乗
法
で
推
定
し
た
分
析
結
果
が
表
３
で
あ
る
。
分
析
結
果
は
次
の
よ

う
に
要
約
で
き
よ
う
。
第
一
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
所
得
階
層
、
選
択
自

由
度
、
他
者
信
頼
度
、
家
計
満
足
度
の
す
べ
て
が
主
観
的
幸
福
度
を
有
意
に

引
き
上
げ
る
が
、
米
国
で
は
選
択
自
由
度
と
家
計
満
足
度
の
み
が
、
日
本

で
は
家
計
満
足
度
の
み
が
主
観
的
幸
福
度
を
有
意
に
引
き
上
げ
る
に
過
ぎ
な

い
。
他
者
信
頼
度
と
い
う
要
因
に
つ
い
て
解
釈
し
て
み
よ
う
。
一
つ
の
可
能

な
解
釈
は
、
他
者
信
頼
度
が
押
し
な
べ
て
低
い
社
会
（
日
本
）
で
は
、
他
者

信
頼
度
が
高
い
個
人
は
裏
切
ら
れ
る
な
ど
の
「
痛
い
目
」
に
会
う
可
能
性
が

高
い
か
ら
、
幸
福
度
を
押
し
下
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

表２　要約統計量



191

あ
る
。
つ
い
で
選
択
自
由
度
と
い
う
要
因
に
つ
い
て
の

一
解
釈
だ
が
、
選
択
自
由
度
が
押
し
な
べ
て
低
い
社
会

（
日
本
）
で
は
、
選
択
自
由
度
を
感
じ
て
行
動
し
て
い

る
人
ほ
ど
、
行
動
す
る
際
の
抵
抗
・
障
壁
を
感
じ
や
す

く
、
そ
れ
が
主
観
的
幸
福
度
を
下
げ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る

5

。
所
得
階
層
が
上
が
っ
て
も
日
本
・
米
国
で
は

主
観
的
幸
福
度
を
有
意
に
上
げ
な
い
こ
と
の
一
つ
の
解

釈
は
、
さ
ら
に
階
層
を
上
昇
し
な
け
れ
ば
将
来
に
不
安

が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
日
米
両
国
に
お
け
る
生
活
不

安
の
反
映
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
生
活
保
障
が

手
厚
い
北
欧
福
祉
国
家
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
違

い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
二
に
、
主
観
的
幸
福
度
の
場
合
と
は
異
な
り
、
三

カ
国
と
も
お
よ
そ
ほ
ぼ
全
要
因
が
生
活
満
足
度
を
有
意

に
押
し
上
げ
る
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

表３　主観的幸福度と生活満足度の規定要因
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主
観
的
幸
福
度
と
生
活
満
足
度
の
規
定
要
因
が
最
も
顕
著
に
乖
離
し
て
い
る
の
は
日
本
で
あ
る
。
日
本
人
は

幸
福
感
と
生
活
満
足
を
異
な
る
観
念
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
逆
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人

は
、
す
べ
て
の
要
因
が
共
通
し
て
、
主
観
的
幸
福
度
と
生
活
満
足
度
を
有
意
に
押
し
上
げ
て
い
て
、
幸
福
感

と
生
活
満
足
は
近
い
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
る
。
米
国
は
日
本
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
中
間
的
な
状
態
で

あ
る
。
日
本
で
は
、
生
活
に
は
満
足
し
て
い
て
も
幸
福
感
を
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
に
比
べ
て
生
じ
や
す
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
背
後
に
は
社
会
心
理
学
的
な
要
因
が
根
深
く
居

座
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

6

。
日
本
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
米
国
と
顕
著
に
異
な
る
の
は
、
選
択
自
由
度
と

他
者
信
頼
度
が
幸
福
感
に
有
意
な
影
響
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
選
択
の
自
由
度
が
低
い
、
あ
る
い

は
、
他
者
を
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
人
が
多
い
社
会
で
は
選
択
自
由
度
や
他
者
信
頼
度
が
高
く
て
も
幸
福
度

を
感
じ
る
に
は
至
ら
な
い
と
い
う
上
記
の
解
釈
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
選
択
の
自
由
度
を
保
証
し
、
他
者
信

頼
を
高
め
る
社
会
的
基
盤
が
個
人
の
幸
福
度
に
と
っ
て
重
要
な
一
要
因
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

北
欧
福
祉
国
家
は
、
個
人
に
対
す
る
生
活
保
障
を
手
厚
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
や
出
身
地
域
な
ど

の
個
人
属
性
に
よ
る
制
約
を
大
き
く
緩
和
し
、
個
人
の
自
由
度
を
高
め
つ
つ
、
生
活
不
安
を
低
減
す
る
仕
組

み
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
選
択
の
自
由
度
を
保
証
し
、
な
お
か
つ
生
活
不
安
を
低
減
す
る
こ
と
で
他
者
へ
の

不
信
感
を
低
め
、
個
人
の
自
由
・
自
立
を
保
証
す
る
仕
組
み
だ
と
み
る
こ
と
も
で
き
る

7

。
北
欧
福
祉
国
家
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は
幸
福
感
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
に
間
接
的
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
可
能
性
を
本
格
的

に
検
討
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
　

注

1　

経
済
学
者
が
幸
福
度
を
ど
の
よ
う
に
扱
お
う
と
し
て
い
る
の
か
に
関
す
る
最
も
優
れ
た
概
説
の
一
例
は
フ
ラ
イ

（
二
〇
一
二
）
で
あ
ろ
う
。
経
済
学
・
社
会
学
の
観
点
か
ら
の
実
証
的
な
研
究
の
例
と
し
て
、
例
え
ば
橘
木
・
高
松

（
二
〇
一
八
）
が
広
い
目
配
り
を
持
ち
、
な
お
か
つ
簡
明
で
あ
る
。

2　

こ
れ
は
経
済
学
の
歴
史
に
お
け
る
「
効
用
の
個
人
間
比
較
」
と
い
う
論
点
に
深
く
か
か
わ
る
。
効
用
が
不
可
測
だ
か

ら
個
人
間
比
較
も
不
可
能
だ
と
い
う
の
が
経
済
学
者
ロ
ビ
ン
ズ
の
議
論
の
要
諦
で
あ
る
。
こ
の
議
論
の
学
説
史
的
な

意
味
に
つ
い
て
は
松
嶋
（
一
九
九
三
）
を
参
照
。
効
用
を
幸
福
と
言
い
換
え
て
も
同
様
の
議
論
が
成
り
立
つ
は
ず
で

あ
る
。

3　

イ
ソ
ッ
プ
の
「
酸
っ
ぱ
い
ブ
ド
ウ
」
で
は
な
い
が
、
社
会
的
経
済
的
境
遇
に
恵
ま
れ
な
い
人
は
多
く
の
事
柄
を
諦
め

る
だ
ろ
う
か
ら
、
わ
ず
か
な
こ
と
で
幸
せ
を
感
じ
る
か
、
些
細
な
こ
と
に
も
幸
せ
を
見
出
す
よ
う
な
心
構
え
を
持
つ

可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
主
観
的
幸
福
度
は
高
い
か
も
知
れ
な
い
（Elster, 1983

）
。
こ
れ
は
、
近
年

の
行
動
経
済
学
で
し
ば
し
ば
扱
わ
れ
る
適
応
的
選
好
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
は
、
そ
の
状
態
が
本
当
に
高
い

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
保
っ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
」
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
多
分
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
幸
福
度
の
分
析
が
経
済
学
で
は
流
行
し

て
い
る
。
測
ら
れ
た
幸
福
度
指
標
に
は
何
が
し
か
の
意
味
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ど
う
測
っ
た
と
し
て
も
、
幸

福
度
の
指
標
だ
け
を
見
て
分
析
・
考
察
を
行
っ
て
も
、
善
き
生
へ
の
理
解
は
さ
ほ
ど
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。
な

お
、
幸
福
度
よ
り
も
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
分
析
対
象
に
据
え
る
べ
き
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
は
、Sen (2008 )

に
よ
る
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議
論
が
説
得
的
で
あ
る
が
、
同
論
考
が
所
収
さ
れ
た
書
籍
の
各
章
が
示
す
よ
う
に
、
経
済
学
者
の
間
に
合
意
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。

4　

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
ら
が
開
発
し
た
「
人
間
開
発
指
数
」
（H

um
an D

evelopm
ent Index: H

D
I

）
は
、
ケ
イ
パ
ビ

リ
テ
ィ
を
計
測
す
る
代
表
的
な
試
み
で
あ
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
経
済
成
長
だ
け
で
は
な
く
人
間
と
そ
の
ケ
イ
パ
ビ

リ
テ
ィ
の
発
展
こ
そ
が
、
経
済
発
展
の
究
極
的
な
目
標
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
思
想
が
あ
る
。
た
だ
し
、
先
進
国
で

は
す
で
に
高
水
準
で
達
成
さ
れ
て
い
る
項
目
ば
か
り
で
あ
る
た
め
（
例
：
平
均
寿
命
、
平
均
在
学
年
数
）
、
先
進
諸
国

で
の
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
を
Ｈ
Ｄ
Ｉ
で
評
価
・
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

5　

つ
ま
り
例
え
ば
、
他
者
信
頼
的
な
人
・
選
択
自
由
度
が
高
い
と
感
じ
て
い
る
人
が
そ
の
社
会
に
占
め
る
比
率
（
＝
頻

度
）
に
よ
っ
て
、
両
要
因
が
主
観
的
幸
福
度
に
も
た
ら
す
効
果
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
意
味
で
、
「
頻
度
依
存
的

(frequency-dependent)

」
な
現
象
だ
と
い
う
解
釈
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
頻
度
依
存
的
な
社
会
現
象
の
扱
い

に
つ
い
て
は
、
例
え
ばSchelling (1978 )

の
第
四
章
お
よ
び
第
五
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

6　

こ
う
し
た
問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
人
々
の
心
理
が
相
互
に
拘
束
し
合
っ
て
い
る
状
況
が
生
み
出
す
社
会
的
諸
現
象

を
、
日
本
と
米
国
の
文
脈
を
念
頭
に
明
ら
か
に
し
た
、
山
岸
（
一
九
九
八
）
が
ま
ず
は
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

7　

福
祉
国
家
は
官
僚
制
の
肥
大
と
個
人
の
自
由
の
抑
圧
を
も
た
ら
す
と
い
う
議
論
は
、
ハ
イ
エ
ク
に
よ
る
福
祉
国
家
へ

の
論
難
（H

ayek, 1959

）
も
あ
っ
て
あ
り
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
論
か
ら
す
る
と
、
福
祉
国
家
が
個
人
の
自
由
を
保

証
・
拡
大
す
る
と
い
う
こ
こ
で
の
議
論
は
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
由
放
任
が
個

人
の
自
由
を
抑
圧
す
る
方
向
に
働
き
う
る
と
い
う
議
論
や
、
強
者
へ
の
社
会
的
介
入
を
前
提
に
し
て
自
由
を
構
想
し

直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
が
、
自
由
放
任
の
反
動
現
象
が
吹
き
荒
れ
た
二
〇
世
紀
前
半
に
特
に
盛
ん
で

あ
っ
た
（
ケ
イ
ン
ズ 

一
九
七
一
／
ホ
ブ
ハ
ウ
ス 
二
〇
一
〇
／
ポ
ラ
ニ
ー 

一
九
七
五
）
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
特
に
奇

異
で
は
な
い
。
な
お
、
福
祉
国
家
は
個
人
と
社
会
の
可
能
性
を
拡
張
し
う
る
と
い
う
近
年
の
「
可
能
性
拡
張
型
福
祉

国
家
（enabling w

elfare state

）
」
論
は
、
福
祉
国
家
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
結
び
つ
け
て
お
り
、
こ
の
一
連
の

議
論
の
現
代
的
拡
張
に
他
な
ら
な
い
（M

iettinen, 2013
）
。
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An Analytical Note on the Meaning of 
World Happiness Report

Every year many journalistic articles have written about the 

situations of “happiness” in Japan and Nordic countries in the 

contrastive manner, where the “national happiness” of the former 

and the latter have been regarded as low and high, based on their 

interpretation of the surveys. However, what does the World 

Happiness Survey actually measure, fi rst of all? Is it happiness that 

the survey actually tries to measure? Why are the Nordic countries 

highly ranked in that survey in recent years? These are the questions 

that I address in this article. In this article I argue that it is capability, 

an important concept coined by Amartya Sen, rather than happiness, 

that the survey’s index of happiness actually measures. This means 

that highly-ranked “happiness” in Nordic countries actually refl ects 

the fact that Nordic welfare states are an enabler of enhanced 

capability.


